令和８年度　第１回旭川市図書館協議会　会議録

■日時　令和８年８月２０日（木)　午後１時３０分から午後３時１０分

■場所　旭川市中央図書館　２階　研修室

■出席者（敬称略）
　委員長　　佐藤　孝俊　　
　副委員長　平泉　美智子
　委　員　　高倉　友恵、三谷　海広、五十嵐　憲子、江口　いづみ、
柳渡　則子、田中　之博、関崎　秀樹、宮内　彩加、
後藤　裕子
　　　　　
■図書館
　田村社会教育部長、菅原中央図書館長、千葉副館長、坂口事務係長、
岡本奉仕係主査、谷野奉仕係主査、山内事務係員

■次第
　１　開　会
　２　委嘱状交付
　３　委員長選出
４　議　事
（１）令和７年度事業報告について
（２）令和８年度事業計画について
（３）旭川叢書の刊行について
（４）報告事項
　　　ア　第５次旭川市子ども読書活動推進計画の取組状況について
　　　イ　図書館情報システム先進化事業について
ウ　夏休み・冬休み期間の月曜開館の見直しに向けたアンケートの実施について
  ５　閉  会

■配付資料
  資料１　令和７年度事業報告
  資料２　令和８年度事業計画
　資料３　旭川叢書の刊行について
　参考１　第５次旭川市子ども読書活動推進計画（概要版）
　参考２　図書館情報システム先進化事業について
　参考３　中央図書館の夏・冬休み月曜開館に関するアンケート
　参考４　旭川市図書館の館数・職員数及び利用状況等の推移
　参考５　図書館利用統計（令和６年度と令和７年度の比較）
　参考６　旭川市図書館協議会委員名簿
　参考７　旭川市図書館職員名簿 （主査以上）

■会議の公開・非公開　全て公開

■傍聴者　なし

■議事内容(要旨)

　議事に入る前に、東藤委員の退任に伴う新たな委員長の選出を行い、佐藤委員を委員長に決定した。
（1） 令和７年度事業報告について
（事務局）
資料に沿って説明。

（委員）
図書館管理費について、内訳の金額の合計と合わないが、問題ありませんか。

（事務局）
内訳の各項目は千円以下を端数処理した数値であるため、合計すると端数分のずれが生じる。各項目を１円単位で合計すれば図書館管理費と一致するはずであるため、問題はありません。

（委員）
自動車文庫の車両維持費などは、どの項目に含まれていますか。

（事務局）
自動車を購入する際は図書館の予算から支出しますが、購入した後の車両維持費等については、他の公用車も含め総務部で一括して管理しており、図書館管理費の中には含まれていません。
　全庁的に相当数の車両を扱っており、保険代やガソリン代等を含めた維持管理費についてはこれを集約することで、コストダウンが図られている側面があります。よって、自動車文庫の実際の経費については、個別に計算してみなければ分からず、資料では分からない形になっています。

（委員）
自動車文庫は年間5,400人が利用しているということで、１か月で１ステーションにつき７冊～８冊の貸出しであるが、図書館で車両維持費を管轄していないとなると、事業に対するコストが見えてこない。今はＡＩの時代で、貸出数が減ってきているのではないか。自動車文庫のコストに対する図書館の考え方が知りたかったが、他部署で管理していること自体が不思議である。図書館が管理しなければいけない数字ではないのですか。

（事務局）
自動車文庫に関するコストを図書館管理費で計上していないため、分かりづらいところではある。ただ、自動車文庫は、図書館を利用しづらい方に対する読書機会の提供という目的があるため、コストのみで事業評価をするのは難しい。

（委員）
　費用対効果を算出してもらえれば、図書館を利用しづらい方に対する自動車文庫の貢献度もわかり、やはり必要だという話になる。他部署で車両維持費を管理することはコスト的にあり得ると思うし、それも含めて一度整理していただきたい。

（事務局）
　自動車バスにかかる経費については、実際に予算執行している総務部に確認し、次回の図書館協議会にて結果をお伝えします。

（２）令和８年度事業計画について
（事務局）
資料に沿って説明。

（委員）
資料２の前年度当初予算額と、先程の資料１の令和７年度の予算額が一致していないのはなぜか。

（事務局）
　資料１事業報告に記載されている予算額は、補正予算を計上した金額であり、資料２のカッコ内は年度当初の予算額となっているためです。

（３）旭川叢書の刊行について

（事務局）
資料に沿って説明。
　
（委員長）
旭川叢書が一定程度の役割・成果を果たしてきた中で、旭川市による市史関連事業、道による北海道史編纂事業も同時に進んでおり、そちらに図書館としても注力していきたい関係があることから、一旦この旭川叢書について、休刊等も含めて違った視点から取り組むことに対して、意見を頂きたいといった趣旨かと思います。ご意見のある方はいますか。

（委員）
　廃止もあり得るということですか。

（事務局）
　休刊を考えており、廃止という考えは現在のところありません。

（委員）
旭川叢書に係る利用状況やコストのデータはありますか。

（事務局）
印刷については、旭川振興公社に依頼し、図書館で買い取り、図書館、学校等に配置しており、支出は、作家への報酬と購入費を合わせて約200万円です。一般の書店では、巻号にもよりますが１冊あたり2,000円から2,500円程で販売しています。

（委員）
それほど財政を圧迫しているというわけではないということでしょうか。

（事務局）
もちろん市の財政的には厳しいため、小さい金額ではありません。ただ、金額面というよりも、叢書が一定程度の役割を果たし、市史や北海道史の編纂も進んでいる現段階においては、短期的に次のテーマを探すのではなく、状況を見極めたうえで次の段階に進んでいくことが重要ではないかと考えています。

（委員）
発刊したものは完売できているのですか。

（事務局）
旭川振興公社が、書店からの需給に応じて販売している形であるため、図書館としては関知しておりません。ただし、学校に配置する分や図書館での郷土資料として、必要な冊数を他の一般図書と同様に図書館でも購入していることもあり、実際のところは３年から４年以内の間で振興公社から在庫がなくなる、というようなサイクルで動いています。

（委員）
昨年、西神楽小学校に旭川叢書が届きまして、４年生の社会科の学習で使えるんじゃないかということで、学級文庫として置かせていただいていました。子どもたちには若干難しい内容ではありますが、写真がたくさん使われているので、インターネット等で調べるきっかけにすごくなり、叢書が旭川の学習の資料としての一端を担っていることを感じました。

（事務局）
３７巻は写真も多く、比較的なじみやすい内容かと思います。学校現場で使っていただけていることに感謝します。

（委員）
３７巻は私達の年代でも懐かしく思う写真がたくさんありました。最近は子どもが少なくなり、学校が統合などでどんどんなくなっています。そう考えたときに、教育関係や学校関係のテーマは今までになく、それを取り上げても面白いかなと思いました。

（委員）
　私たちとしては叢書の発刊を楽しみにしており、旭川の宝であると思っています。
　中長期的な検討の必要性ということで、検討の主体の場は図書館ということになりますか。例えば市民の間で、次はこんなテーマが良いとなった時に、どこに意見を伝えに行けば良いでしょうか。

（事務局）
　仮に休刊した場合、再開のタイミングや次のテーマをどうするかということにつきましては、提案は図書館からさせていただきますが、検討にあたっては協議会の皆様などのご意見等を頂きながら、進めて行きたいと考えています。

（委員）
　休刊する理由としては、取り上げるテーマがなくなったということですか。

（事務局）
　テーマがなくなったというよりは、市史の作業のためにマンパワーが必要となる面があり、叢書を作る以上はきちんと作っていきたいが、職員の作業量もある中で、両方を取るのはなかなか難しいと思っています。


（委員）
　市史や道史が取り上げたテーマと叢書の内容が被ってもあまり意味がないということもあり、動向を見る必要があるということですか。

（事務局）
　叢書の内容は市史と被っても良く、むしろ内容を掘り下げることができる性質があります。ただ、今後市史がどんなテーマを扱うのか、そのテーマをどう掘り下げるのか、また、それを書いていただける研究者の方がいらっしゃるのか。そういったところを今後考えていく必要があると思っています。

（委員長）
　そういった状況を見るためにも少し時間がかかると、運営としては言えるということですね。私も学校関係者ですが、３７巻までの資料があれば、ひとまずは子ども達も郷土の旭川について十分調べることができる。今後の叢書に関しては、決して廃刊ではなく、再開に向けて改めて方向性を確認していきたいという趣旨でよろしいでしょうか。

（事務局）
　はい。

（委員）
　他都市の叢書は、同じような形でテーマだけ違うという印象であるが、旭川叢書は１冊１冊に特色があって面白く、著者もそれぞれのテーマにあった素晴らしい方々で、とても良いと思っています。休刊するとしても長期間にならないようにして欲しい。

（委員）
　休刊は賛成です。ただ、例えば１年後に、現在の進捗状況の報告や今後の見通しを説明する会議を設定して休刊する、というような進め方がよろしいのではないでしょうか。
　
（委員長）
　休刊の期間の見通しがある程度立たなければ、不安感だけが残りますよね。廃刊は考えておらず、より良いリニューアルのような形で進められるということで、次回以降の図書館協議会において、進捗状況等について図書館から提案していただければ良いのではないでしょうか。

（委員）
　YouTubeで旭川市図書館を調べると、昔の写真が色々出てきて、これがすごくわかりやすい。高齢の義両親も喜んでおり、とても良いなと思っています。

（事務局）
　これまでは紙媒体で本として見ることが普通であったが、近年はデジタル媒体も活用して、旭川市全体として昔の旭川を身近に感じてもらえるような取り組みも行っています。子どもが学習するためだけではなく、お年寄りの方にも大変効果がある事業であると考えています。

（委員）
　既に絶版となっている叢書にも、素晴らしいものがたくさんあります。それらが再び目にとまりやすいように、また、子どもたちが学びやすくするためにも、それらの電子書籍化を検討していただければと思います。

（事務局）
　電子書籍については、図書館としても重要と考えており、次回の叢書については、電子書籍化も念頭に進めていきたいと思います。

（事務局）
　電子書籍は基本的には購入するものであるが、既存の紙の原稿を電子書籍化することも出来る。著作権や費用の問題で課題は多いものの、検討していきたいと考えています。

（４）報告事項
第５次旭川子ども読書活動推進計画の取組状況について

（事務局）
資料に沿って説明。

（委員）
１年生の娘が初めて自分の図書カードを手にして、とても喜んでおりました。
児童クラブの本をよく利用させてもらっていますが、児童クラブで購入している本なのか、図書館の本なのか。

（事務局）
　購入しているものもあると思うが、団体貸出制度により、学校や児童クラブに貸し出しているケースも多い。個人と違って、団体の場合は最大１５０冊を２か月まで貸出しできます。

（委員）
　図書館利用者の年齢層は把握していますか。

（事務局）
　実際に本を借りている方の年齢層は把握しており、６０～７０代の方の貸し出しが一番多い状況です。１０代の中高生等は、自習室で勉強する方は多いが、実際に本を借りるところまでには至っていない点が、課題としてあります。

（委員）
　タブレットの普及により、若い人は図書館を訪れて資料を調べるといったことが減っているのではないか。電子機器で調べると、瞬時に答えが出て終わってしまう。本は読んでいくうちに、前後のページから様々な知識を得たり、興味の沸く箇所が見つかったりするもので、これが本来学習に取り入れるべき部分であると思います。本は本当に読んでほしい。

（事務局）
　特に今の若い方は、小さい頃からタブレットやスマホに慣れているため、紙媒体にこだわらず、電子書籍との両輪で広く読書の機会の提供をしていきたいと考えています。

（委員）
　循環型読書週間の形成はとても良いなと思う反面、一番難しいことでもあると思いますが、何か方策は立てていますか。

（事務局）
　まずは大人が本を読み、子ども達に読書の機会を作り、また次世代に循環していくという考えです。これに向けた取り組みのひとつとして、図書館では絵本の読み聞かせをボランティアの方々によって行っております。他にも様々なイベントがあり、図書館に親しんでいただける環境を整えていきたいと考えています。

図書館情報化システム先進化事業について

（事務局）
資料に沿って説明。

（委員）
　LINE連携を利用していますが、延長の際に来館の手間が省けて便利です。図書館の色々な情報も見られるので面白い。

（委員）
　ホームページでは周知されているが、インスタグラムでは情報が出ていないように見える。

（事務局）
　インスタグラム含めSNSでの周知について、進めていきたいと思います。

（委員）
　イベントやその他告知等にもインスタは有用と考えられる。子ども達はよく見ているし、例えばQRコードを作成してアクセスを促すのもいいと思います。

（委員）
　LINE連携は小学生では出来ませんでした。利用は中学生からですか。

（事務局）
　インターネット予約の利用ということで、現状では高校生以上が利用可能です。中学生のLINE利用率も高いため、利用年齢を引き下げることも検討しているが、スマホを利用すること自体の問題点も考えられるため、なかなか難しいところです。

夏休み・冬休み期間の月曜開館の見直しに向けたアンケートの実施について

（事務局）
資料に沿って説明。

（委員）
　月曜開館は、各地区の図書館によって違いますよね。

（事務局）
　月曜日はすべての図書館が休館日ですが、夏休み・冬休みの期間は、中央図書館のみが開館しております。

（委員）
　月曜開館は、子ども達の来館のきっかけになるかもしれないが、図書の貸し出し増加にはつながっていないとのことで、その分通常の営業日にいらっしゃる方へのサービスが低下するのであれば、本末転倒になってしまうと思います。

（委員）
　図書館は猛暑日の避難所としての役割も果たしているので、月曜開館は意味があると思います。そのような利用をされる方は多いですか。

（事務局）
　図書館はクーリングシェルターとしての役割もあり、来館者の主目的が避暑か本なのかは判別が難しいが、皆様、涼んで本を読まれている様子であることは見受けられます。

（委員）
　月曜日に親子で来館する方はあまりいないと思うので、本の貸し出しは増えないかもしれないが、猛暑日や天気の急変時などの避難先としての役割を考えると、開館していた方がありがたい。

（委員）
　月曜開館廃止により経費が削減できるのであれば、それで本を１冊でも多く購入していただきたい。私たちが録音して副本を作る場合は３か月程かかるが、図書館の本はリクエストが入ると返却しなければならないため、利用者が自費で本を購入することが多い。好況時は図書館でもう１冊購入してくれたりもしたが、現在は予算の実情が厳しいことを実感しています。

（委員）
　中央図書館は公園の中にあり、このような環境で本を読めるのは、全国的にもなかなかないと思う。付加価値という訳ではないが、それらも含めて中央図書館の財産であると思います。

（委員長）
　クーリングシェルターとしての運用は、図書館の本来の趣旨とは違う部分になる。ただ、月曜開館してほしいという意見もある中で、最終的には市の方針で決定することになるかと思います。月曜開館によって職員の方の業務量が増えつつあり、働き方改革の意味でも難しい問題だと思います。

（事務局）
　今回のアンケートや、本日の協議会での御意見など踏まえ、館内で検討させていただき、一定の考えがまとまった際には、図書館協議会の場などで御説明したいと思っております。

（委員）
　アンケートフォームについて、条件付きで回答を要する項目があるが、一方ですべてが回答必須項目にもなっており、回答者が混乱するのではないでしょうか。また、今後利用したい曜日の回答に、月曜日も入れた方がいいのではないでしょうか。

（事務局）
　印刷するとこのような表示になってしまいますが、実際にスマホ等で操作すると、回答不要な項目は表示されないようになっています。月曜日に関しては、元々閉館日であり、今回月曜特別開館の見直しを検討しているので、月曜以外で代替的に利用可能な日があるのかどうかを確認したいという意図があります。

（委員長）
　以上で、予定していた議事は終了しましたが、他に発言ある方はいらっしゃいますか。

（委員）
　以前、本を借りたときに、柔軟剤の匂いが強く染みついていたことがあった。柔軟剤の匂いはマイクロプラスチックが入っており、健康被害も懸念される。職員の方も柔軟剤の匂いがする方がいたので、そういうところにも留意いただきたい。

（委員長）
　他に発言ある方はいらっしゃいますか。
委員の皆様のご協力により、予定しておりました議事の全てを終えることができました。本当にありがとうございました。

（事務局）
委員長、ありがとうございました。以上をもちまして、令和８年度第１回旭川市図書館協議会を終了いたします。次回は来年１月以降の開催を予定しており、改めて文書でご案内させていただきます。本日はありがとうございました。
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